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第 4 章は，溶質一溶媒相互作用が化学反応過程に本質的な影響を与えている代表例である 9 ， 9'ービアントリルとその
誘導体の溶媒誘起分子内電荷分離過程を取り上げ，そのダイナミクスを議論している。まず種々の分光学的手法を用
い，ピアントリル系の電荷分離のダイナミクスとその溶媒依存性，温度依存性を調べた。次に，溶媒の極性に依存す
る蛍光のストークスシフトを観測する方法と外部電場による蛍光の異方性を観測する方法を用いて，ピアントリル系
の励起状態の双極子モーメントを見積もり，その違いを議論をしている。溶媒誘起電子構造変化を考慮していない従
来の理論の枠組では実験結果を定量的に解釈できないことを示した。第 5 章は全体のまとめである。
以上のように，本論文は超高速溶質一溶媒相互作用ならびに溶媒誘起電子構造変化に関する研究を発展させ，溶液内
化学反応過程の基礎研究に大きく貢献したものであり，本論文は博士(理学)の学位論文として価値があるものと認
める。
